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ヘンリー８世縁の地でもあり、
現在は一流ホテルとして再生を果たした、
このソーンベリーの城を今号では征くことにしたい。
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敷地内ではMüller-Thurgau〈 ミュ
ラー・トゥールガオ 〉という、ドイ
ツ原産の白ワイン用品種が作られ
ている＝写真右。ここでのブドウの
収穫量は限られているため、近くの
ワイン工場に持ち込まれてブレンド
され、「ソーンベリー・キャッスル」
オリジナルの白ワインとなる。ボト
ルで18ポンド。フルーティーでさっ
ぱりとした、やや辛口の飲みやすい
ワインだ。
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子供のいる家族連れ
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ド」がある＝下写真。
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広々としたチャンセラーズ・ラウンジではアフタヌーン・ティーを楽し
むこともできる。冬には暖炉に火が入り、居心地の良さがさらにアップ。
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Chocolate Mousse
チョコレート・ムース

ストロベリーをあしらった、なめ
らかな口あたりのムース。スター
ターとメインですでに満腹に近
かったが、チョコのほろ苦さのお
かげで完食。

Ox Cheek
ウシのほほ肉の煮込み

ほうれん草、バター控え目のマッ
シュトポテトが添えられた、定番
の煮込み料理。やわらかなほほ肉
を、甘さをおさえたソースをから
めて食す。

Treacle Tart
トリクル・タルト

トリクル（糖蜜）を使ったタルト
は英国ではおなじみのデザート。
日本人には甘みがかなり強いが、
やみつきになる人もいる、どこか
懐かしい味。

Chicken Liver Parfait
鶏レバー・パルフェ

「パルフェ」は「パテ」よりも軽
やかな食感が特徴。レバー独特の
くさみもなく、スターターとして
ほどよい量に仕上げられていた。

Pan-fried Bream
白身のブリーム（タイの一種）

ニューポテトやシャロットなどの
野菜をベースに置き、タイの仲間
であるブリームを美しく盛り付け
た１品。ブリームの皮にもう少し
焼き目がついていても良かった。

Whipped Goat's Cheese
ヤギのチーズのホイップ

ほのかな酸味を呈するヤギのチー
ズの塩気と、添えられたビート
ルートのピューレの上品な甘さが
好相性。見た目も華やか。

トラベル・インフォメーション
2009年12月10日現在

ソーンベリー・キャッスル
Thornbury Castle
Thornbury, South Gloucs, BS35 1HH   
Tel: 01454 281182
www.thornburycastle.co.uk

ロンドン市内から自動車
で行く場合、M4のジャ
ンクション20からM5に
入り、やや南下（北上し
ないよう注意）、ジャン

クション16でおりる。その後
A38に入りThornburyの表示に
従って走ればOK。ロンドンから約２時間半。

ア
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宿
泊
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金

1室１泊の料金（コンチネンタル式朝食込み、
税・サービス料別）
クラシック Classic ..........£190～
デラックス Deluxe...........£290～
スイート Suite ......................£350～
スペリアー Superior .....£550～
タワー Tower...........................£650～

食事の後など、運動を兼ね
て城の庭園を散策するのも
いいだろう。なお、石像の
右後方に見える大きな建物
は、セント・メアリー教会。

Duke's Bedchamber
デュークス・ベッドチェインバー

ヘンリー８世と２番目の王妃アン・ブリン（エ
リザベス１世の母）が1535年に滞在したと
いう部屋。アンはその翌年、不貞を働いた（国
王への反逆罪）として処刑されてしまうが、
この頃はまだ寵愛を受けていたことになる。

The Tower ザ・タワー
英国内のホテルにあるもの
としては最も幅が広いという
ベッドが自慢（幅10フィート
＝約３メ－トル）。もったい
ないほど広いバスルームも特
筆もの。中でも格調高いトイ
レにご注目を。

Portlethen
ポートレサン

長い歴史を秘めた空間で
最上級のくつろぎを味わう

ソーンベリー・キャッスルの客室は、内装も間取りも部屋
ごとに大きく異なる。また、各客室には、城にゆかりのあ
る人物などの名前がつけられている。

Bedford ベッドフォード

自家製ワインとともに
正統派英国料理を楽しむ
ソーンベリー・キャッスルには「タワー・ダイニ
ング・ルーム（Tower Dining Room）」と「バロンズ・
ダイニング・ルーム（Baron's Dining Room）」の
ふたつのダイニング・エリアがある。後者のほう
がよりプライベートな趣き。どちらも３コース／
25ポンド、２コース／ 19.50ポンドのセットメ
ニューが用意されている。

第
三
代

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
公
の
み
た

壮
大
な
夢

三
百
年
の
冷
遇
時
代
を

耐
え
切
っ
た
城

1990年代に改装された部屋を客室として使
用。ジャスパー・チューダーの幽霊を見た
スタッフもいるとのことだが、それもうなず
けるほど、随所に歴史を感じさせる部屋だ。


